
別紙１       平成２８年度学校運営計画書

学校名 和歌山市立伏虎中学校       校長名 林 素秀     作成日 平成２８年５月６日

本

年

度

の

重

点

目

標

・学校の教育活動を保護者、地

域に積極的に発信する。

・閉校の年を迎え、学校の歴史

や在校生・卒業生・地域の想

いを記録に残す。また、来年

度の一貫校開校に向け情報

提供に努める。

・親善姉妹都市との文化交流を

通じて、国際的視野に立った

考えを生徒に身に付けさせ

る。

・学校の教育活動全体を通じて、

道徳的実践力を高める。

・お互いの個性や立場を認め学

び合う心、感謝と思いやり、

寛容の心を養う。

・生徒の心に響く「道徳の時間」

を行うために、授業力の向上

を図る。

・子どもを見つめ、深く理解し、

その成長を学校全体で支援す

る。

・問題解決型学習への転換を図

る授業研究を進める。

・自校の学力課題を全教職員が

把握、共有し、各教科におけ

る指導改善を進める。

・小学校での学びを土台により

確かな学力向上を目指すた

め、３小学校との授業交流を

進める。

目

標

達

成

に

向

け

た

具

体

的

方

策

・学校の教育活動を、学校便り

で定期的に発信するととも

に、ホームページ上にも情報

を掲載する。

・スポーツ大会や学習発表会等

学校行事への参観見学を保

護者に呼びかける。

・ＰＴＡと連携し、７０周年の

記念誌を発刊する。

・小中一貫校の開校に向けた説

明会等での情報を定期的に

保護者に発信する。

・５月のリッチモンド市への訪

問、９月の大邱市からの訪問

等で学んだことを全校に広

げ、国際交流に対する生徒の

意識を高める。

・全員清掃を徹底、生徒会の美

化活動を推進することで、美

しい学習環境を整え、母校へ

の愛着を深める。

・あいさつ運動を励行し、生徒

が互いに心を開きあう教育環

境を醸成する。

・各教科や特別活動、総合的な

学習の時間との関連を図りな

がら、系統的な実践を行う。

・朝の読書活動の意義を家庭と

学校が共有し、生徒の集中力

やコミュニケーション力、共

感力を高め、豊かな情操を育

む。

・不登校生徒についての情報を

教職員が共有し、チームとし

て組織的な支援を行う。

・教育研究所の「学び合い授業

づくり支援事業」を活用し、

全体研修や授業公開、研究協

議を行う。

・全国学力・学習状況調査や県

学習到達度調査の結果分析

を現職教育の中で計画的に

行い、学校全体で指導改善に

努める。

・３小学校との合同現職教育や

教科別の協議を進める。

・一貫校の柱となる「わかやま

創造科」「外国語活動・英語」

「理数教育」の教育課程の充

実に向け研究に取り組む。

学校教育目標

活気に満ちた伏虎中学校

～美しく、仲よく、静かで、活力のある学校～

地域を愛し、国際的視野に立

って考える生徒

開かれた学校 ゆたかな心 確かな学力

互いを信頼し、助け合い、高

めあう生徒

自分で考え、自分で積極的

に学ぶ生徒


